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  口頭発表 発表時間 分以内、討論含め 分以内

ポスター発表 ショートプレゼンテーション 分以内

ポスターサイズ （横）× （縦）以内

会場 筑波大学 第 エリア 棟および 棟 
Ｓ会場 棟 講義室

Ａ会場 棟 講義室

Ｂ会場 棟 講義室

Ｐ会場 棟 階ホール
 

（は若手優秀発表賞対象講演） 
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座長：栗原 雄一

�$�� 飯舘村における６年間の放射線量の推移と

除染後の生活空間の現状

（ 京都大学 広島大学 飯舘村放射能エコロ

ジー研究会 東北大学 日本大学 原子力資

料情報室）○今中 哲二 遠藤 暁 菅井 益

郎 市川 克樹 林 剛平 豊田 直巳 澤

井 正子 上澤 千尋 佐久間 淳子 石田

喜美恵 伊藤 延由 馬場 広行 糸長 浩

司 浦上 健司 小澤 祥司

�$�� を用いた福島原発周辺土壌の の定

量

（ 筑波大学 金沢大学 慈恵

医大）○太田 祐貴 末木 啓介 笹 公和

高橋 努 松中 哲也 松村 万寿美 戸崎

裕貴 細谷 青児 高野 健太 落合 悠太

佐藤 志彦 吉川 英樹 中間 茂雄 箕輪

はるか

�$�� 東京湾における海洋放射能調査―海底土、

海水中のセシウム 、 濃度の経年変化－

（公益財団法人 日本分析センター）○豊岡

慎介 新田 済 金子 健司 岸本 武士 磯貝

啓介

�$�� 福島沿岸域堆積物中放射性セシウムの存

在形態と分布特性

（ 金沢大学 海上技術安全研究所）○寺

崎 聡一郎 長尾 誠也 小田野 直光 浅見

光史
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座長：西中 一朗

�%�� 複数の化学状態における の半減期測

定および内部転換電子分光測定

（ 阪大院理 ） ○重河 優大 笠松 良

崇 安田 勇輝 金子 政志 篠原 厚

�%�� の自発核分裂における核分裂片の全運

動エネルギー測定

（ 新潟大 理研仁科セ）○後藤 真一 加治

大哉 土谷 翔太 青野 竜士 森本 幸司

羽場 宏光 大江 一弘 工藤 久昭

�%�� 番元素 の化学研究に向けた

反応による 同位体の合成とその壊変特性

（ 理研 大阪大 東北大 新潟大

九州大 原子力機構 オスロ大 山形大）

○小森 有希子 羽場 宏光 加治

大哉 笠松 良崇 菊永 英寿 近藤 成美

工藤 久昭 森本 幸司 森田 浩介 村

上 昌史 西尾 勝久 大江

一弘 佐藤 大輔 佐藤 望 佐藤

哲也 重河 優大 篠原 厚 武山 美麗

田中 泰貴 豊嶋 厚史 塚田 和明 若林

泰生 山木 さやか 矢

納 慎也 安田 勇輝 横北 卓也

�%�� を用いた短寿命核精密質

量分析

（ 理研仁科セ 九州大学 高エ研 筑波大

埼玉大 ）○庭瀬

暁隆 和田 道治 伊藤 由

太 木村 創大 加治 大

哉 森本 幸司 羽場 宏光 山木 さや

か 田中 泰貴 森田 浩介 高峰 愛

子 宮武 宇也 平山 賀一 渡邉 裕

向井 もも
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座長：菊永 英寿 
�$�� 福島第一原子力発電所近 における スト

中の放射性セシウム含有 子の分布調査

（ 東京慈恵会医科大学 筑波大学）

○箕輪 はるか 吉川 英樹 中間 茂雄 佐

藤 志彦 末木 啓介

�$�� 福島原発 によ 放 さ た放射性セ

シウムと金 元素を含 性 子の生成

（ 阪大院理 阪大 セ 東大院理）○藤田

史 二宮 和彦 吉村 崇 木

�$�� い物質中の放射性セシウム含有 子に

い

（ 東大院理 東大アイ トープ 筑波大数物

金沢大 金沢大学）○栗原 雄

一 浦 輝 正 口 田中

万也 長尾誠也 山本政 高橋
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座長：大浦 泰  

�%�� コンプトン （ ） 用テ ネ

ウム同位体 研究

（ 量研 原子力機構 京都大学 東海大学

京都 大）○ 川 雄一 塚田 和明 橋本

和幸 佐藤 哲也 浅井 人 豊嶋 厚

史 永井 泰樹 谷森 田 也

木 重人 木村 高田 淳史 水本 哲

也 川 人 高木 也

�%�� 状リン 質二重 を用いた核医学

用 料の合成法の 討と物性

（ 筑波大学 九州大学）○栗田 山

哉 落合 美 宇都宮 聡 口

末木 啓介

�%�� D 反応による 布用精

の

（ 理研仁科センター）○矢納 慎也 羽場 宏

光 小森 有希子 横北 卓也 高橋 和也

佐藤 望 小山内 美 子
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･ 移 動
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座長：箕輪 はるか 
�$�� 福島の河川における 年か 年間に

たる 子状 ウ素 の ス

（ 筑波大学 金沢大学 福島 福島大学）

○松中 哲也 笹 公和 高橋 努 田

裕一 谷口 輔 山 義史 末木 啓介

�$�� セジ ントト プ によ 測さ

た 子態放射性セシウムの移行性

（ 金沢大学 海技研）○長尾 誠也 寺崎 聡

一郎 小田野 直光 浅見 光史

�$�� 川 域における河川の による底

質中放射性セシウムの移行

（ 明大院理工 明大理工 ）○ 山

人 村 真 野 有美 太郎

原 健太 小 裕也

�$�� 福島 域の河川におい 放射性セシウム

含有 子 セシウムの 分 に る

（ 東大院理 筑波大学 金沢大学 原子力機構

研機構 東大 ）○ 浦 輝 栗原 雄一

㹀� � ሙ 
 Ꮫ⛉ࣥࢳࢱࢫ

座長：小森 有希子 
�%�� 化学に ジ ネレータ

発

（ 量研 原子力機構）○西中 一朗 橋本 和

幸 井 宏

�%�� 和 化水素 に対 るアスタ ンの

動

（ 金沢大学医 健 金沢大学理工 原子

力機構 研 阪大院理 阪大 セ）○

山 幸 新 裕喜 横山 明彦 豊嶋 厚

史 田 篠原 厚 吉村 崇

�%�� 樹 二 能性 を用いた

合成法の 発

（ 阪大院理 原研 阪大理

セ 阪大理 阪大 セ）○ 田 豊

嶋 厚史 田 卓海 市村 聡一朗

子見 吉村 崇 篠原 厚

�%�� 核医学用 生成の 化に向けた

アル 線イ ージン

（ 原子力機構 量研機構 会 ト
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発
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動
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�%�� 樹 二 能性 を用いた

合成法の 発
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座長：田上 恵子 
�$�� サル および ト の ジ ル測定

による 部 線量推定

（ 東北大高 機構 東北大院理 東北大

院 東北大院 量研機構放医研 東北大

機構 東京医科大分子 理）○岡 崇

高橋 小 井 一真 木野 志

水 良 千 美麗 木 彦

小 健 佐 木 啓一 原 介 木

正 篠田 福本 学

�$�� 福島原発 ウシの 中 測

定による 中 の動態 の推定

（ 東北大院理 東北大院 東北大 院

量研機構放医研 東北大 研 手大理

工 東北大院 東北大高 機構 東京医）

○西山 平 小 井 一真 木野 志

金子 水 良 高橋 木

彦 千 美麗 小 健 佐 木 啓

一 原 介 福田 一 磯貝 恵美子

岡 崇 福本 学 篠田

�$�� か ウシの の形成時期における

、 の移行機構

（ 東北大学 量研機構放医研 手大 東

京医大）○小 井 一真 木野 志 西山

平 金子 高橋 木 彦 水

良 千 美麗 小 健 佐 木 啓

一 原 介 福田 一 磯貝 恵美

子 岡 崇 福本 学 篠田

�$�� セシウムの コ の移行および

中 の存在形態

（ 東北大学 会 ス）○村野井

木野 志 橋 弘 中島

山 慎一 木村 一 原 隆  

㹀� � ሙ 
 ࣮࣑࣭ࣥ࢜ࣗࢻࣀࢳࢡ࣭ࢻࣀࢱࣥࣛ

座長：大江 一弘 
�%�� プルト ウム 度に の

力学

（ 京都大学）○小林 大志 佐 木 隆

�%�� 電 析 た ウ ンの反応性に

る研究

（ 原子力機構）○大内 和希 部 治 北

浩

�%�� 原子 の オン 現象の化学状態

による

（阪大院理 阪大理 阪大 ）○ 部 明

弘 二宮 和彦 誠 工藤 人 寺

田 健太郎 佐藤 朗 野 大 川島

篠原 厚 �

�%�� 光核反応を用いた と 内

ーレンの合成 びその性質

（ 都大学東京 東北大 理研仁科セ

ンター） ○ 山 和彦 宮内 翔哉

啓 伊藤 健太 菊永 英寿 羽場 宏光

久 木 志郎
 

･･･････････････････････････････････････････ ･･･････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････ ･･･････････････････････････････････････････

㸿� � ሙ 
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座長： 田 平 
�$�� 馬 山 における放射性セシウムの

堆積

（ 金沢大学 馬水 高 大学）○

宮 平 長尾 誠也 落合 也 木

究真 森 勝

�$�� 大 由 放射性核 と 素 素同位体

を 用 た 木川河川水 子の動態 析

（ 金沢大学）○田原 介 長尾 誠也 落

合 也 長谷川 卓 後藤 子

㹀� � ሙ 
 ᦤືゅ┦㛵࣭࣮࢘ࣂࢫ࣓

座長： 山 和彦 
�%�� ホス ンを 位子と る 核

リ スターの の 化状態の ス ウア

ー分光による

（ 大同大学 大学）○ 井 一

明 一 美 木 大木 弘

�%��� ス ウアー分光法による 生物

の細 内 動態の を有 る

と を る

の
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�$�� ン ン ストにおける の分

動に る

（ 筑波大学 広島大学 理化学研究所 海

洋研究 発機構 原子力機構 東京大学

高 大学）○ 平 口 井上 美

羽場 宏光 原 輝彦 山 哉

菊 希子 金子 政志 小谷 弘明 高橋

井 朗 末木 啓介
 

（ 東 大 応生 イオ 東 大

東レリサー センター 大同大） ○有馬 治

人 大野 由 川崎 治 木 真

武田 治 新村 洋一 中本 宏 高山

努 井 一

�%�� 化 中における 物 の動

動

（ 金沢大院自 金沢大理工） ○ 本

中 聡 藤沢 佐藤
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座長：松中 哲也 
�$�� ル イリ原発 の 底堆積物

中の 放射性核 の分布

（ 筑波大学

福島大学 ）

○ 松 慎一郎 山

哉

口

�$�� 放射性 の土壌 土壌 間分 数 の

度の

（ 量研機構 放医研 東京 ー リア サ

ー ス）○田上 恵子 内田 菊 洋

小 和

�$�� 大 物中の放射性核 を用いた 水

域 における 表物質の 動の 明

（ 金沢大学 市）○落合 也 宮田

樹 長尾 誠也 松木 宇都宮 大輔  
 

㹀� � ሙ 
㉸㔜ඖ⣲ࡢᏛ 
座長：木 哲一 

�%�� における の

阪大院理 阪大理 理研仁科セ ○近藤 成

美 笠松 良崇 永瀬 浩 安田 勇輝

重河 優大 大内 輝 田 二宮

秀美 渡 介 羽場 宏光 久 木

祐生 小森 有希子 横北 卓也 矢納

慎也 佐藤 望 篠原 厚

�%�� 番元素 に対 る 樹 を

用いた 化水素 ロ ト

ー

（ 新潟大院自 理研仁科セ 原子力機構

東北大電子光セ 新潟大理）○佐藤 大輔

村上 昌史 後藤 真一 大江 一弘 本山

井 山田 平 土 翔太

山 卓也 羽場 宏光 小森 有希子 矢納

慎也 豊嶋 厚史 水 菊永 英寿

工藤 久昭

�%�� 

（

）○
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�$�� ン ン ストにおける の分

動に る

（ 筑波大学 広島大学 理化学研究所 海

洋研究 発機構 原子力機構 東京大学

高 大学）○ 平 口 井上 美

羽場 宏光 原 輝彦 山 哉

菊 希子 金子 政志 小谷 弘明 高橋

井 朗 末木 啓介
 

（ 東 大 応生 イオ 東 大

東レリサー センター 大同大） ○有馬 治

人 大野 由 川崎 治 木 真

武田 治 新村 洋一 中本 宏 高山

努 井 一

�%�� 化 中における 物 の動

動

（ 金沢大院自 金沢大理工） ○ 本

中 聡 藤沢 佐藤
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座長：松中 哲也 
�$�� ル イリ原発 の 底堆積物

中の 放射性核 の分布

（ 筑波大学

福島大学 ）

○ 松 慎一郎 山

哉

口

�$�� 放射性 の土壌 土壌 間分 数 の

度の

（ 量研機構 放医研 東京 ー リア サ

ー ス）○田上 恵子 内田 菊 洋

小 和

�$�� 大 物中の放射性核 を用いた 水

域 における 表物質の 動の 明

（ 金沢大学 市）○落合 也 宮田

樹 長尾 誠也 松木 宇都宮 大輔  
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座長：木 哲一 

�%�� における の

阪大院理 阪大理 理研仁科セ ○近藤 成

美 笠松 良崇 永瀬 浩 安田 勇輝

重河 優大 大内 輝 田 二宮

秀美 渡 介 羽場 宏光 久 木

祐生 小森 有希子 横北 卓也 矢納

慎也 佐藤 望 篠原 厚

�%�� 番元素 に対 る 樹 を

用いた 化水素 ロ ト

ー

（ 新潟大院自 理研仁科セ 原子力機構

東北大電子光セ 新潟大理）○佐藤 大輔

村上 昌史 後藤 真一 大江 一弘 本山

井 山田 平 土 翔太

山 卓也 羽場 宏光 小森 有希子 矢納

慎也 豊嶋 厚史 水 菊永 英寿

工藤 久昭
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（

）○
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3���野生 コ中の ロー ル ールアウト による放射性 濃 能の分

（量研機構 放医研）○田上 恵子 内田

3�� 分 法 た の ロ ト ー びに 動

（ 阪大院理 阪大院理 理学 原子力機構 阪大理 阪大 セ）○ 田 卓海 豊

嶋 厚史 田 市村 聡一朗 近藤 成美 笠松 良崇 子見 吉村 崇 篠

原 厚

3�� 化学 元反応を 用 た金 内 ーレン分 の 討

（ 都大院理工 理研仁科セ）○田中 介 山 和彦 羽場 宏光 久 木 志郎

3�� における 行時間法を用いた 発 ン 線分析法の 発とその応用

（ 原子力機構 都大）○藤 輔 明輝 海 原 瀬川 子 土

田 木村 中村 司

3�� 料中に存在 る 一ウ ン 子の同位体 分析

（ 原子力機構）○ 田 平 江 宮本 タ

3�� 宮 域における福島第一原子力発電所 の放射能

（ 宮 放セ 宮 原対 ）○石川 一 高 貴 山 子 新井 史 橋 正

人 安藤 志

3�� 福島第一原子力発電所 土壌に た放射性アン ンの定量法に る研究

（ 金沢大 院自 金沢大 学 セ 金沢大 理工）○宮澤 直希 上 正樹 横山 明彦

3�� セシウム 染土壌の除染 向けたイネの

（ 岡大院 科技 岡大 理 会 沢研 手医大 サイ ロ）○谷口 大 沢

良樹 矢永 誠人 後藤 子 良 一郎

3�� 大 の高 度分析

（日本分析センター）○ 見 一 新田 済 山 正和 木 勝行 磯貝 啓介

3�� タリン ポストによる福島 内における空間放射線量 測定

（日本分析センター）○田中 幸 宮田 佐藤 昭二 新田 済 磯貝 啓介

3�� ス タ法による厚い金 ウ ン の調 と 射

（ 理研仁科セ）○加治 大哉 森本 幸司 羽場 宏光

3�� 土壌および田水か の放射性セシウムのイネ の移行

（ 岡大院 科技 岡大 理 会 沢研 手医大 サイ ロ）○ 沢 良樹 谷口

大 矢永 誠人 後藤 子 良 一郎

3�� － ジ ネレーター 発のためのアスタ ン の研究

（ 金沢大学 量研機構）○新 裕喜 川 平 山田 大 横山 明彦 山 幸 西中

一朗

3�� 中における 体放射性 ウ素とアスタ ンの化学 同定に向けた テ リン ウン

分光 の 発

（ 原子力機構 原子力機構原子力 ）○豊嶋 厚史 青

3�� 電子 分光法による 化 中の 空 水素複合体の状態

（ 金沢大院自 金沢大理工 阪大院理） ○ 水 弘 佐藤 原 藤澤

福田 光 松 健

3�� ス ウアー分光法 た 海山 木中 の電子状態

（ 田 大学 大同大学）○山内 栗本 司 井 一
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3�� と イオン成分を含 大 エアロ ルの 分布

（ 州大学 州大学大学院） 松原 子 渡 近藤 ○村松 久和

3�� 性樹 の金 イオン 特性の と 中 測定 の応用

（ 技術 合研究所、 武 大学）○ 浦

3�� 加 中性子によ さ た か 分 た の 質

（ 千 田テ ル 量研機構 士 イルム ー ）○川 子 中原 勇人 川 雄

一 本石 司 佐 秀也 太田 朗生 行 河内 幸正 橋本 和幸 永井 泰

樹

3�� 化物の ロ ト における ム 動に対 る分子数の

（ 新潟大学大学院 新潟大学）○ 井 後藤 真一 大江 一弘 工藤 久昭

3�� 福島第一原子力発電所 後における 水中の 素 同位体 変動

（ 筑波大学 技術 合研究所） ○落合 悠太 笹 公和 高橋 努 戸崎 裕貴 松村 万

寿美 安部 聡美 細谷 青児 高野 健太 末木 啓介

3�� 川 水域における河川水中 態セシウム濃度の の変動

（ 明大院理工 明大理工 ）○ 村 真 野 有美 藤井 健 太郎 原

健太 小 裕也

3�� 発光 ス ウアー分光法による と を ープ た の 所 場測定

（ 金沢大院自 金沢大理工）○ 一 平 加納 大 佐藤

3�� 核反 による の合成

（ 都大学東京 量研機構）○伊藤 勇太 山 和彦 久 木 志郎 川 雄一

3�� 性プロトンをも ス ン平 （ ） 体の電子状態に る研究 
（筑波大院数物）○大川 志賀 也 大

3�� 東京湾底質中の の化学状態を と た海水中の 存 素量の推定 法に る研究

（ 東大院 合 横 市 科学研究所）○小森 昌史 小 川 勝見 松尾

3�� 重 子 射 発生 る加 中性子によ る 治 用 の 放射能

（ 量研機構 千 田テ ル 原子力機構）○橋本 和幸 川 子 佐 秀也 佐藤

一 塚田 和明 由美 永井 泰樹 川 雄一 石岡 子

3�� 料中に存在 る放射性 子の 法の 討

（原子力機構）○田 久也 石井 雄 金井塚 一 土 輝美 飯島 和

3�� 反 核 の ス反応 料か の真空 光測定

（ 阪大院理 京大 東北大金研 大 ） ○安田 勇輝 笠松 良崇 重河 優大 宮 幸

一 大 頭 明 篠原 厚

3�� 福島原発 由 の放射性 子に含 る と の定量

（ 筑波大学 東京慈恵会医科大学 金沢大学）○松尾 一樹 末木 啓介 佐藤 志彦 吉

川 英樹 箕輪 はるか 笹 公和 松中 哲也 松村 万寿美 高橋 努 口

3�� の同 元素 、 の ロイルトリ ルオロアセトンを用いた

（ 新潟大院自 新潟大理 理研仁科セ）○大江 一弘 後藤 真一 工藤 久昭 羽

場 宏光 小森 有希子

3�� 中 核 ス リー ン のための 分析法の 討

（ 九州 理 会）○山中 二 島 長義 日 美 玉 哉 島 幸

3�� D 反応 た の 体 加化学分 法の 討

（ 東北大学 理研）○菊永 英寿 小森 有希子 羽場 宏光 田 誠一 矢納 慎也

3�� ンゼンおよびシ ロ サン の オン における分子構 の

（ 阪大院理 阪大理 阪大 ）○ 誠 二宮 和彦 部 明弘 工藤 人 寺田 健

太郎 佐藤 朗 川島 野 大 篠原 厚

3�� タン ム加 質量分析 における長寿命放射性核 の 度の

（ 筑波大学）○高野 健太 笹 公和 太田 裕貴 高橋 努 細谷 青児 落合 悠太 末木 啓

介

3�� 番元素ローレンシウムの 電子構 定に向けた 原子 ーム 技術の 発

（ 原子力機構 新潟大学 大学 大学） ○ 塚 井 健運 佐藤 哲

也 浅井 人 塚田 和明 豊嶋 厚史 田 裕生 永 一郎 後

藤 真一
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3�� 重 子 射 発生 る加 中性子によ る 治 用 の 放射能

（ 量研機構 千 田テ ル 原子力機構）○橋本 和幸 川 子 佐 秀也 佐藤

一 塚田 和明 由美 永井 泰樹 川 雄一 石岡 子

3�� 料中に存在 る放射性 子の 法の 討

（原子力機構）○田 久也 石井 雄 金井塚 一 土 輝美 飯島 和

3�� 反 核 の ス反応 料か の真空 光測定

（ 阪大院理 京大 東北大金研 大 ） ○安田 勇輝 笠松 良崇 重河 優大 宮 幸

一 大 頭 明 篠原 厚

3�� 福島原発 由 の放射性 子に含 る と の定量

（ 筑波大学 東京慈恵会医科大学 金沢大学）○松尾 一樹 末木 啓介 佐藤 志彦 吉

川 英樹 箕輪 はるか 笹 公和 松中 哲也 松村 万寿美 高橋 努 口

3�� の同 元素 、 の ロイルトリ ルオロアセトンを用いた

（ 新潟大院自 新潟大理 理研仁科セ）○大江 一弘 後藤 真一 工藤 久昭 羽

場 宏光 小森 有希子

3�� 中 核 ス リー ン のための 分析法の 討

（ 九州 理 会）○山中 二 島 長義 日 美 玉 哉 島 幸

3�� D 反応 た の 体 加化学分 法の 討

（ 東北大学 理研）○菊永 英寿 小森 有希子 羽場 宏光 田 誠一 矢納 慎也

3�� ンゼンおよびシ ロ サン の オン における分子構 の

（ 阪大院理 阪大理 阪大 ）○ 誠 二宮 和彦 部 明弘 工藤 人 寺田 健

太郎 佐藤 朗 川島 野 大 篠原 厚

3�� タン ム加 質量分析 における長寿命放射性核 の 度の

（ 筑波大学）○高野 健太 笹 公和 太田 裕貴 高橋 努 細谷 青児 落合 悠太 末木 啓

介

3�� 番元素ローレンシウムの 電子構 定に向けた 原子 ーム 技術の 発

（ 原子力機構 新潟大学 大学 大学） ○ 塚 井 健運 佐藤 哲

也 浅井 人 塚田 和明 豊嶋 厚史 田 裕生 永 一郎 後

藤 真一

�

3�� 法を用いた土壌中 び の 定量法の 討

（ 金沢大院 自 金沢大 学 セ 金沢大 理工）○山 平 上 正樹 横山 明彦

3�� ー リウムの化学研究に向けたアル リ土 金 元素の水 化物

（ 阪大理 阪大院理）○永瀬 浩 笠松 良崇 近藤 成美 篠原 厚

3�� の 線 電子コインシ ンス測定による の内部転換電子 測の

（ 阪大院理 ウ ーン工科大学）○重河 優大 笠松 良崇 安田 勇輝 篠原 厚

3�� の分子 スターと ンの 存状態

（ 金沢大学院自 金沢大学理工学域 金沢大学理工研究域）○山田 大 新 裕喜 川崎

平 横山 明彦

3�� 核分光法によるコ ルト イト中の 所場

（ 金沢大院自 金沢大理工）○ 中 聡 本 佐藤

3�� および の オン 現象の化学

（ 阪大院理 大学 高エネ研） ○二宮 和彦 久 哉 北中 道大 反 元

河村 成 篠原 厚

3�� レンステ 位子を 体の プロトンによる電子状態

（筑波大院数物）○佐 山 リサ 志賀 也 大

3�� イオン 換 による 、 び のイオン 換 動 イオン 換 を用いた のイオン 換

の 討

（ 理研仁科セ）○横北 卓也 矢納 慎也 小森 有希子 羽場 宏光

3�� トリプル 重 の放射化学分野 の応用

（ 筑波大学）○ 行 中野 か

口

3�� タン ン 有機複合 を用いた 放射性核 の 機構に対 る 存オ ン

（ 長岡技術科学大学 東京工 大学 近 大学） ○ 優 橋本 崇 村 森 野上

木 也 野村 金 隆

3�� 放射能 研究会における東京電力福島第一原子力発電所 研究報 のと とめ

（ 高エネ研 東京大 水 筑波大 九州大 京大 量研機構放医研 金沢大 原

子力機構） ○ 所 光太郎 松村 宏 浦 太一 飯本 武志 木 哲一 口 原

真司 高宮 幸一 田上 恵子 長尾 誠也 安田 健一郎
 


